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深紫外領域に対応可能な共焦点光学顕微鏡の構築を行っており， 1.8 µm の空間分
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分解 PL 測定を行っている．PL 積分強度やキャリアの再結合寿命の励起強度依存性の







点光学顕微鏡を用いた顕微 PL 測定による，高 Al 組成 AlGaN/AlN 量子井戸内における
結晶不均一性の定量化を行っている．また，顕微 PL 測定と空間分解能の異なる CL 測
定の結果と合わせ，高 Al 組成 AlGaN における不均一性の空間階層に関して議論してい
る．これらの議論から，高 Al 組成 AlGaN/AlN 量子井戸に内包される不均一性の空間階
層に関する知見を深めている． 
第５章は，AlN 基板上に成長した，ホモエピタキシャル高 Al 組成 AlGaN/AlN 量子井
戸に対する顕微 PL 測定において，その発光スペクトルに明瞭な LO フォノンレプリカ




より，高 Al 組成 AlGaN/AlN 量子井戸における励起子の，Frenkel 励起子寄りの特性を
議論している． 
第６章は，本研究の総括と，今後の課題についてまとめている．また，それを基に
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2. 高 Al 組成 AlGaN/AlN 量子井戸における発光機構の解明 




3. 高 Al 組成 AlGaN/AlN 量子井戸に対する結晶不均一性の定量化 
・深紫外領域における顕微 PL 測定を実現 
・AlGaN 量子井戸における結晶不均一性の空間スケールを分類 
4. 高 Al 組成 AlGaN/AlN 量子井戸における LO フォノン相互作用の理解 
・顕微 PL 測定により明瞭な LO フォノンレプリカを観測 
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